
5.保管上の注意
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10.保証について

保証書

保証規定

お願い

記

シリアルNo.:

ご使用者名: 殿

形式:EH-2000
保証期間:ご購入日　　　 　年　　　　月　より1年間

販売店:4.お手入れ

この度は当社のデジタルpH計をお買い上げ頂き、
誠にありがとうございます。
この製品を安全に正しくご使用頂くために、ご使用前に
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。
この説明書は、いつでも使用できるよう大切に保管してください。

●お問い合わせは下記まで

注
意

〒152-0001 東京都目黒区中央町2-37-7
お問い合わせ電話番号は当社ウェブサイトをご確認下さい
メールアドレス webtrade@line.co.jp
ホームページ https://www.line.co.jp

取扱いを誤った場合に、取扱者が障害を負う恐れ
のある場合や機器を損傷する恐れのある場合の
注意事項を記載しています。

1.各部の名称および機能

2.pH電極使用上のご注意

1.本器使用上のご注意
ご使用上の注意

本体裏面本体正面

1. 表示部
2. 「POWER」ボタン
3. 「HOLD」ボタン
4. 「PH7」調整ボリューム
5. 「PH4」調整ボリューム

本体側面

本体下部

・劣化、破損したpH電極は使用しないでください。
・pH電極の先端はガラス皮膜です。壊れやすいので取り扱いに十分注意
  してください。
・本製品付属のpH電極の測定範囲を超えた計測をしないでください。
  （強アルカリや強い酸を測定するとpH電極が劣化します）
・測定の前に必ず点検をしてください。
・pH電極は必ず保存液中で保管してください。
・保存液は飲まないでください。

・本器を強い電磁波を出す機器の近くや静電気のたまっている物体
  の近くで使用しないでください。
・本器を落としたり、強い衝撃を与えないでください。
・本器は防水形ではありませんので、水中や水のかかる場所での使用
  は避けてください。
・本器を、高温になる日中の自動車の中などに放置しないでください。
・本器を直射日光、ほこり、高温多湿での使用、保管をしないでく
  ださい。
・電池交換をするときは、必ずpH電極を本器から取外してください。
・本器を使用しない場合は、電源を切ってください。
・長期間本器を使用しない場合は、電池を外して保管してください。
・本器の分解、改造等を絶対に行わないでください。
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6. 電極差込口
7. 電池ケース
8. 電極ソケット
9. 保存用ケース

2.測定方法
pHHOLD 1. 測定表示

2. データホールド表示
3. ローバッテリー表示

1

2

※　ご使用前に必ず校正してください
　　（校正については「8.校正方法」についてをご覧ください）
1)　 電池を挿入してください（6. 電池交換を参照）。
2)　 pH電極を保存液から出し、電極差込口に電極ソケットを差した後、
　　右に回し接続します。
3)　 「POWER」ボタンを押して電源を入れてください。
4)　 pH電極を、測定する溶液に浸します。このとき液面が検出部より上に
　　なるようにし、また、センサ部に気泡が残らないように注意します。
5）　数値が安定（小数点第二位の数値が、ある一定の範囲で前後する、
　　数値の変化が緩やかになるなど）したら、表示値を読み取ってください。
6）　測定終了後「POWER」ボタンを押して電源を切ります。
7）　測定後は、pH電極の溶液を浸した部分と検出部を蒸留水ですすいだ後、
　　ろ紙またはティッシュペーパーで、水滴を吸わせるようにして拭い
　　保存液へ戻し、本体からpH電極を外してください。

1)　本体の汚れやほこりは、乾いた布で拭きとってください。
2)　pH電極は、測定後蒸留水で必ず洗浄してください。
3)　pH電極の保存液が少なくなったら、電極用保存液
　　（別売:品番EH-700）を補充してください。

注意
・ベンジンやシンナー等で拭くことはおやめください.
　本体にくもりやひび割れ等が生じる恐れがあります.

1)　長期間本器を使用しないときは、電池を本体から外し、
　　電池は絶縁 して保管してください。
2)　pH電極は使用後保存液に浸し、乾操させないよう
　　注意してください。

本紙は2021年07月15日現在のものです。4LU022C 
記載内容は、お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

All Rights Reserved,Copyright 　2021,LINE SEIKI CO.,LTD.C

お問い合わせ先 Web-Trade Group
 〒152-0001  東京都目黒区中央町2-37-7
 お問い合わせ電話番号は当社ウェブサイトをご確認下さい
Eメールアドレス webtrade@line.co.jp
ホームページ https://www.line.co.jp

(1) 不適当な取扱いまたは使用による故障。
(2) 設計仕様条件をこえた取扱い使用または保管による故障。
(3) 記録紙インク等の消耗品および自然減耗部品の補充。
(4) 当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修理に起因する故障。
(5) 火災・水害・地震その他の天災を始め故障の原因が本計器以外の理由
 による故障。
(6) その他当社の責任とみなされない故障。
(7）本製品付属pH電極（品番:EH-801）

保証期間中に生じました故障は無償で修理いたします。
但し、下記事項に該当する場合は無償修理の対象から除外いたします。

本保証書はアフターサービスの際に必要となります。お手数でも、
上記の欄に必要事項をご記入の上、本計器の最終ご使用者の
お手元に保管してください。
○ 保証期間中に正常な使用状態で、万一故障等が生じました場合は下記
 に記載の保証規定により無償で修理いたします。
○ 本保証書は日本国内でのみ有効です。また保証書の再発行はいたしま 
　 せん。

本器は、厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の
不備による故障あるいは輸送中の事故などにおける故障の節は、
お買い上げいただいた販売店または当社にお申し付けください。
なお、当社製品の保証期間はご購入日より１年間です。
この間に発生した故障で、原因が明らかに当社の責任と判断された
場合には無償修理いたします。

注意
電池と接続端子、機器内部に水溶液や蒸留水が掛からない
ようにしてください。感電やショート、故障のおそれがあります。
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電池カバーを開ける 電池を入れる 電池カバーを閉める

※　電池カバーセット時、断線にご注意ください

1)　ローバッテリー表示　　が表示された場合、電池交換を
　　行ってください。
2)　下図のように電池カバーを開けてください（+ドライバ使用）。
3)　下図のように006P乾電池をケースに入れてください
4)　下図のように電池カバーを閉めてください（+ドライバ使用）。
※  　ローバッテリー表示が点灯した以降は測定精度を保障できま
　　せんので、速やかに電池を交換してください。

9.アクセサリー（別売）

7.製品仕様

■こんなときは

8.校正方法

■校正の準備

1点校正

pH電極（EH-801）

※1　測定方式:ガラス電極法とは
　ガラス電極と比較電極の2本の電極を用い、この２つの電極の間に生じた
　電圧（電位差）を知ることで、ある溶液のpHを測定する方法。
※２　センサ部分:複合電極とは
　ガラス電極と比較電極が一体化された電極が複合電極です。
　１本の電極を試料液に浸すだけでpHを測定することが可能。
　取扱いが容易で、洗浄や標準液校正が手軽にできる。　

3.機能操作

・標準緩衝液　pH4（40cc） 品番:EH-804
・標準緩衝液　pH7（40cc） 品番:EH-807
・交換用pH電極  品番:EH-801
・pH電極保存液（30cc） 品番:EH-700

・15分以上経過しても数値が安定しない（激しく数値が上下する）
・調整ボリュームを回しても数値に変化がない

上記のような症状の場合、電極が壊れている可能性があります。
電極が壊れたら交換が必要です。
※先端のガラス皮膜はとても薄いため、破損しやすくなっております。
　また、ガラスが破損していない場合でも、ガラス電極はデリケート
　ですので、購入した時期や使用頻度に関係なく、使用状況や
　サンプルにより寿命が変わります。

1）　pH電極を本体につなぎ、pH 7.00標準緩衝溶液に浸します。
2）　「POWER」ボタンを押して電源を入れてください。
3）　数値が安定しだしたら、pH 7.00の値になるまで、
　　精密ドラ イバー等で「pH7」調整ボリュームを回し、調整します。
4）　校正が終わったらpH電極の検出部を蒸留水ですすぎ、
　　ろ紙またはティッシュペーパーで、水滴を吸わせるようにして拭います
　　（摩擦による帯電を防ぐため、強く擦らないよう注意する）。

2点校正

1）　pH電極を本体につなぎ、pH 7.00標準緩衝溶液に浸します。
2）　「POWER」ボタンを押して電源を入れてください。
3）　数値が安定しはじめたら、pH 7.00の値になるまで,精密
　　ドライバ等で「pH7」調整ボリュームを回し、調整します。
4）　pH電極を蒸留水ですすぎます。
5）　次に、pH 4.00標準緩衝溶液に浸し、同様に数値が安定し
　　はじめたら「pH4」調整ボリュームを回し、調整をします。
6）　pH電極を蒸留水ですすぎます。
7）　少なくとも２回は1） - 6）の手順を繰り返します。
8）　校正が終わったら付着した蒸留水を、ろ紙または
　　ティッシュペーパーで、水滴を吸わせるようにして拭います
　　（摩擦による帯電を防ぐため、強く擦らないよう注意する）。

用意するもの:本体（EH-2000）およびpH電極(EH-801)
　　　　　　 標準緩衝溶液 2種類 （別売品）
　　　　　　　　　　　　・pH 7.00(品番：EH-807)
　　　　　　　　　　　　・pH 4.00(品番：EH-804)
 　　蒸留水（市販品）
　　　　　 　精密ドライバー（-）
※　標準緩衝液は校正に使う分だけ別の容器に移しておく。
※　校正後の標準緩衝液は精度を維持するため、ボトルに戻さない。

製造上、pH電極は不斉電位差が起こりますので、精密な測定のために、
本体で校正をしてください。

a.測定値ホールド
1)　測定中に「HOLD」ボタンを押すと、現在測定値が保持されます。
　　保持されている間は、表示部に"HOLD"と表示されています。
2)　再び「HOLD」ボタンを押すと、ホールド状態は解除され、現在の
　　測定値が表示されます。

仕　様(本体）

本体:135(H)x60(W)x33(D)mm
pH電極…   9.5mmx120mm(複合電極) コード長約2m
006P乾電池:1個　pH電極(EH-801):1本
取扱説明書:1部

EH-2000
ガラス電極法

液晶部:44mm x 28mm  文字高:15mm

約0.4秒

006P (DC9V)乾電池 x 1個

約240時間

約2.0mA

0 - 50°C

80％RH以下

約265g（乾電池, pH電極含む）

CE, RoHS

形 式

測 定 方 式

表 示

測 定 周 期

電 源

電 池 寿 命

消 費 電 流

使用温度範囲

使用湿度範囲

質 量

寸 法

付 属 品

適 合 規 格

本体側面

「pH7」調整
ボリューム

「pH4」調整
ボリューム

pH ±0.07(pH5.00 - 9.00)
pH ±0.1(pH4.00 - 4.99 ,pH9.01 - 10.00) 
pH ±0.2(pH0 .00- 3.99 ,pH10.01 - 14.00)

性能

pH 0.01

※　測定条件：23±5℃の環境下で測定

測 定 範 囲

分 解 能

精 度

本体 : pH 0.00 to pH 14.00
pH 電極 (EH-801) : pH 1.00 - pH 13.00


